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化粧品を扱う人々が知っておきたい皮膚障害と化粧の有用性～臨床現場から～

診断のための検査方法
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Abstract
Cosmetics can cause allergic contact dermatitis, irritant contact dermatitis, contact urticaria, depigmentation, and other 

skin disorders. The skin testing methods for allergic contact dermatitis and allergic contact urticaria are described in this 
paper. A 48-h closed patch test, open test, or repeated open application test (ROAT) is used to diagnose allergic contact der-
matitis, which is a delayed allergy. A photopatch test is required to test photoallergic contact dermatitis. Rinse-off cosmetic 
products should be diluted with 1% aqueous solution and applied for 48-h closed patch test, while powder products should be 
mixed with approximately 30% petrolatum and applied. Hair coloring agents and permanent wave agents with irritant prop-
erties should not be subjected to closed patch test but instead undergo an open test. It is also useful to perform a ROAT to 
diagnose allergic contact dermatitis. On the other hand, a prick test should be performed to diagnose contact urticaria, which 
is an immediate allergy.
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1.　はじめに

化粧品による皮膚障害の代表的な疾患として，接触皮
膚炎，接触蕁麻疹がある。接触皮膚炎はさらにアレル
ギー性接触皮膚炎，刺激性接触皮膚炎，光アレルギー性
接触皮膚炎，光毒性接触皮膚炎に分けられ，接触蕁麻疹
は，アレルギー性接触蕁麻疹，非アレルギー性接触蕁麻
疹に分けられる。接触皮膚炎は，適切な検査をするこ
とにより，原因製品を確定し，その使用を中止すること
で，治癒するが，逆に検査をすることなく，原因製品の
使用を漫然と継続していれば，症状が治癒することなく
長期のステロイド薬の外用によるステロイド酒さを誘発
することとなる。また，加水分解コムギ末を配合した
化粧品により生じたコムギアレルギーやカルミン（コチ
ニール）によるアナフィラキシーの事例にあるように，
化粧品の成分に経皮感作された後に同じ成分を含んだ食
品の摂取により，重篤なアレルギー症状を生じる可能性
があることから，早期の確実な診断が求められる。
化粧品の成分は，治療として用いる外用薬の基剤成分
と共通するものもあることから，製品のみでなく，原因
成分の同定まで行うことが推奨される。

本稿では，アレルギー性接触皮膚炎，光アレルギー性
接触皮膚炎，アレルギー性接触蕁麻疹の診断に有用な検
査について述べる。

2.　皮膚テストの方法と判定

2-1. 48時間クローズドパッチテスト
48時間クローズドパッチテストは，一般的に「パッチ
テスト」と呼ばれ，化粧品によるアレルギー性接触皮膚
炎を疑った場合の原因確定に有用な皮膚テストである。
〈方法〉

48時間クローズドパッチテストは，十分な量のハプ
テン（アレルゲン）を，専用のユニットを使用して48時
間閉塞貼布することにより強制的に経皮吸収させアレル
ギー反応を惹起させる検査である 1）。具体的には，検査
する化粧品・成分をパッチテスト用ユニットに少量のせ
て，皮膚病変のない上背部（または上腕外側）に48時間
貼布し，ユニットを除去後，24時間後または48時間後，
1週間後に判定する。パッチテストユニットは，鳥居薬
品（株）から販売されているパッチテスター「トリイ」や
SmartPracticeCanadaから販売され国際的によく使用され
ている Finn Chamber®などがある（図1）。
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